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ASR法による第１回メタンハイドレート海洋産出試験地域の応力評価
In-situ stress analysis using the anelastic strain recovery (ASR) method at the first offshore
gas production test site
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東部南海トラフに位置する第１回メタンハイドレート海洋産出試験地域の海底面下 265～313mから採取したコアを用
いて、ASR法による応力評価を実施した。船上での ASR測定の結果、対象深度の応力は正断層型応力場であることが示
唆された。同じコアを用いて実験室にて K0圧密および除荷によるキャリブレーション試験を実施し、ASR法の妥当性
の検討を行った。
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